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現在、 行われているような産業の意向の保存は、 景観のみの表層的な保存になりがちである。

今回、 枕崎の町において産業の存在によって築かれた町の生活を基礎として、 町を取り巻く環境に対する応答を提

示することで町の生活の構造を生きた形で継続させていくことを目的とした。 枕崎市は鰹節の全国生産量 4割を占

める 「鰹のまち」 である。 かつては 150 ヶ所ものいで小屋がいたるところにあり、枕崎市の生活の基盤となっていた。

しかし近年では、 生産量は増えているにも関わらず、 手の込んだ 「本枯節」 を生産している工場は、 減少の一途

を辿り、 枕崎のいで小屋の数は、 約 40 ヶ所にまで減少している。 鰹節のまち、 鹿児島県枕崎市。 かつては家族

単位でのいで小屋がまち全体に点在しており、 いで小屋を中心としたまちの生活の構造が根付いていました。 しか

し工場の大型化・後継の枯渇などの問題に直面し、昔ながらの小さないで小屋の数は減少し雑に扱われていました。

その中で昔ながらのいで小屋を起点に生活の場を共有することで枕崎の生活の構造を生きた形で更新していきま

す。
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